








ジョイント部分に同じ塗料のタッチアップ材（裏表紙参照）を塗
布します。塗布する際は、スムーディーを使用します。

1 塗料を塗布する際、横方向に流しながら塗料を塗布します。
※縦方向は模様が変わってしまいます。

2

塗料が乾いたらプレミアムマスカーテープで養生をします。 
       
 

3 養生を下げ、掘った下端を埋戻し、作業完了となります。
  

4

before after

①雨、雪の場合は施工をしないで下さい。下地が完全に乾いた状態で施工を行って下さい。 
②5℃以下時での施工の場合はシート並びに下地を温めてから施工して下さい。  
③断熱に剥離剤が付着しない様、型枠と断熱材の間に養生シートを挟んで施工して下さい。  
④貼り始めのレベルを慎重に行い、シートの貼り直しは極力避けて下さい。  
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⑤マスカ―テープは不織布(紫色)の物を使用して下さい。    
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⑥断熱材施工時は脱枠直後に施工を行って下さい。     
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⑦アスファルトを敷く際は直接火を当てないで下さい。
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⑧土間を打設する際、シートと生コンが接触する部分を縁切りして下さい。
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⑧- ��  ガレージ施工の際、直接シートにコンクリートを当てず、裏面（上段中央）のように仕上て下さい。
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メンテナンス

Fシート後貼施工時注意点
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◆ コーキング施工

◆ ガレージ施工

枠をばらします。
表面の段差、不陸を確認します。

1 型枠段差はスクレーパーやグラインダー
で平滑に削るなど、モルタルで平滑に均
します。

2 泥や埃などは綺麗に落としてください。3

平滑に補修4 断熱材も同様に段差・穴補修5 水性シーラー塗布後、完全に乾いたこと
を確認してください。

6

最後に残っている空気がないか確認する
為、ローラーでしごきます。

13 完成14 配管穴部はカッターでくり抜いてくださ
い。

15

深基礎は左官し平らにします。16 2段貼りします。17 上下は重ねず、トン付けで貼ります。18

任意の始点から、基礎天端に合わせてシ
ートを貼っていきます。

7 ジョイント部は端の離形紙のみを剥がし
て貼ります。

8 継ぎ目に合わせて貼ってください。
下地が断熱材の場合は、重ねて貼ってく
ださい。

9

離形紙が破れないよう水平にめくりま
す。別売で一人施工可能な後貼貼付補助
具もございます。（P1を参照）

10 端を貼り合わせたら、基礎側面に沿っ
て、ヘラを使ってさらに離形紙を剥がし
ていきます。

11 繰り返し１枚づつ同じ作業を行ってくだ
さい。

12

施工の流れ 後貼

縁 切 り 施 工

土間打ち後貼り付けた場合は、端部にコーキングを施して下さい。

シート貼り付け後に土間打ちする場合は必ず縁を切って打設して下さい。

◆ 深基礎

or

エラスタイト


